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扁桃摘出後乾癬様皮疹が出現した掌蹠膿疱症
血中炎症性サイトカインとの関連

中村哲史, 竹田恵子, 西 薫, 水元俊裕, 高橋英俊, 橋本喜
夫



３４歳女性。掌踊膿庖症の診断にて近医で肩桃摘出術をうけた。術後一ケ月から体幹，四肢，頭部に乾

癖様角化性局面が出現し出したため，当科に入院した。

レチノイドの内服と紫外線治療を開始し，乾癖様皮疹は改善するも，掌礁の皮疹は一進一退を繰り返

している。

今回我々 は同時に炎症性サイトカインであるInteIferon-γ（IFN-γ)，lnterleukin-6（IL-6)，Tumor

necroticfactor-a（TNF-α）を測定し，皮疹との関連につき検討した。

扇桃摘出後乾癖様皮疹が出現した掌脈膿庖症

一血中炎症性サイトカインとの関連
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現病歴2009年２月に近医皮層科で掌航膿庖症の診断

を受けた｡４月16日に肩桃摘出術を受けた｡その後徐々

に皮疹が全身に拡大したため，５月25日に当科を初診

した。

既往歴特記すべき事なし。一日５～６本の喫煙歴あ

り。

家族歴父親に尋常‘性乾癖。妹にアトピー性皮層炎。

現症（掌踊の皮疹）

掌砿に膿庖，水庖，鱗屑，紅斑を認め，一部には亀

裂がある（図ｌａ－ｃ)。爪の変形と脱落も認め，数カ

月の爪囲の炎症を示唆する（図１．)。

病理組織学的所見（掌礁の皮疹）

手掌の膿庖を生検した。真皮全層に多数の好中球，

リンパ球の浸潤を認める。表皮は肥厚し，表皮内に

Munroの微小膿傷と海綿状態を見る（図2ａ)。表皮内

への浸潤細胞は好中球が主体で（図2ｂ），掌脈膿庖症

に一致する所見であった。

現症（四肢，体幹，頭部の皮疹）

体幹，四肢，頭部に厚い葉状鱗屑を伴った褐色局面

が散在する（図３ａ－ｃ)。

病理組織学的所見（四肢，体幹，頭部の皮疹）

左膝の局面を生検した。角質層は肥厚し，不全角化

を認める。表皮は肥厚し，表皮内にリンパ球浸潤を認

はじめに

掌疏膿庖症（以下PPP）は，未だ原因が不明で，緩

解増悪を繰り返す疾患である1)2)。その一部は

SAPHO症候群と重なり3)，またその一部は膿庖性乾

癖と重なるとする考えもある4)5)。古くから慢性肩桃

感染に伴うことが知られており，現在でも肩桃摘出術

を施行する場合がある6)7)。近年，慢性炎症の急性増

悪時のTNF/iNOS生産樹状細胞（T正一DC）やThl7細

胞，炎症性サイトカインの異常増加などが，尋常性乾

癖,SAPHO症候群などで推測されている8)9)｡今回我々

は，ＰＰＰの経過中に乾癖が発症した症例を経験し，サ

イトカインプロファイルと治療効果から尋常性乾癖と

PPPにおけるＴｈｌ７細胞やサイトカインプロファイル

の関与の程度の違いにつき検討を加え，両病態の違い

につき考察をした。

症例３４歳女

初診2009年５月25日

主訴体幹，四肢，頭部の角化性局面。掌砿の小水

庖，膿庖。

1）旭川厚生病院皮膚科〒078-821l旭川市１条通24丁目

2）旭川医科大学皮膚科学教室
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